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論 文 の 内 容 の 要 旨
　Curcuma属の植物は、薬用、染料および香料としての特性で知られている。ショウガ科植物は、主に熱帯
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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究で用いられた異なるアプローチにより、ミャンマー産のマンゴージンジャー遺伝資源の多様性が明
らかとなった。マンゴージンジャーは主に栄養繁殖によって栽培されているが、化学的多様性が明らかになっ
たことも合わせ、さまざまな農業生態学的条件におけるその長い栽培の歴史の間に、その遺伝的基礎を広げ
ていったものと推察され、新規の発見が認められ、今後の発展が期待される。
　よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
